
北海道建築士会ブロック協議会事業報告書 

ブロック名 道南ブロック 

報 告 者 道南ブロック長 藤原 麻美 

事 業 名 第 3回道南ブロック協議会 

開 催 日 時 令和６年１１月９日（土） 

開 催 場 所 
研修会：ホテルゆもと登別 会議室、登別温泉郷 

協議会：ホテルゆもと登別 518号室 

参 加 者 数 研修会：10名  協議会：10名 

参 加 支 部 函館(1名)・日高(2名)・苫小牧(4名)・室蘭(2名)・見学(1名(函館)) 

事 業 内 容 

問い合せ先 

代表者  藤原  麻美  連絡先（勤務先）㈱佐藤公郎建築設計事務所          

TEL0138-23-5430・FAX 0138-23-5424 

事   業   内   容 

議 事 

１ 研修会 登別温泉の歴史等 温泉ガイド 

 

 道南ブロックは令和６年１１月９日に令和６年度第３回協議会を室蘭支部で開催し、研修会

はホテルゆもと登別 会議室にて、講師を依頼した登別市教育委員会 社会教育グループ主

幹・学芸員 菅野修広様に登別温泉の歴史等を学んだ後、登別温泉郷の散策を実施した。 

 登別の温泉郷が現在に至るまで、街の整備や移動手段の整備を民間企業による整備を行った

こと、現在でも一企業が主体となって運営していること、クマ牧場が展望台から眺める景色が

見られなかった場合の代替えとしてできた経緯などが講義に盛り込まれた。 

講義後、街中にある温泉整備施設を確認しつつ、地獄谷～大湯沼川天然足湯～温泉街と散策

を行った。開業当初は谷でも一般人が療養のため出入りで来ていたが、高熱の地盤に落ちる事

故が多く、死亡事故にまで発展したことにより、安全性を確保するため出入りが禁止されたこ

と、散策のコースが地味な山登りだったため、自分たちの体力の無さを痛感したこと、天然足

湯に入ったことにより足の疲労が回復したことが確認できた。 

今回のような形の研修は初めてだったが、支部が設置されている地域ではなく、周辺地域に

目を向けることも大事だと、痛感した研修会であった。 

 

実施風景 



事   業   内   容 

議 事  

２ 協議会 

（１） 各支部今年度の活動総括、及び次年度について 

○函館支部 

■今年度：例年と同様の活動状況となった。 

   ■次年度：今年度と同様及び一般高校生へ建築士会活動の周知活動を行う予定。 

○室蘭支部 

   ■今年度：支部での青年委員会が廃止となったため、思うような活動ができなかった。 

   ■次年度：小学生対象WEBパズル講師派遣中心に行う予定。 

○苫小牧支部 

■今年度：例年と同様の活動状況となった。 

■次年度：主体となって参加していた青年委員が、年齢により青年として活動を終了 

するため、新規青年委員により、会員増を目的として活動する。 

ただ初めての活動となるため、サポートはしたい。 

○日高支部 

 ■今年度：初めて全道大会を開催でき、賛否両論はあったが得るものはあった。 

■次年度：WEBパズル講師派遣中心に行う予定。 

（２） 全国大会の報告：建築士の日全道一斉開催について最優秀賞を獲得したことを報告 

（３） 来年度青年の集いのアナウンス 

（４） 来年度について 

   ■全道青年委員会イベント予定 

    連絡会議【3/22】→集い：上富良野【5/17or24】→全道大会ｉｎ中標津【9/27】 

   ■道南ブロック協議会開催予定 

    第1回：苫小牧【4/19】→第2回：WEB【7月2週目】→第3回：函館【10/25】 

 

 

  

協議会風景 


